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＜連絡事項＞

・今後、分担表の調整が必要な場合は、リーダー主体に調整してください。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中。午前中、開放実施。その際も女性スタッフを食事に誘うことや頻回な話し掛けあり。昼食後、女性スタッフの名前を叫んでいるため介入するが、介入に易怒的なる事みられている。易怒性みられるため、午後の開放観察は見合わせとしている。

引き続き、精神症状の観察を行い、現実検討促すよう対面看護行っていく。
・池野　功一様～身体拘束中。昨日、準夜帯にて、体温39.0℃の発熱あり、本日、13：00体温38.9℃。酸素飽和濃度80％台へ低下見られ、酸素5L流入開始している。日直医へ報告し、胸部レントゲン検査の指示あり、実施。喀痰培養の検査については本日採取し、冷蔵保存し、月曜に提出。検査結果より、炎症所見があり、肺炎の可能性があるため、食止め、点滴24キープの指示となる。

3/6（月）採血　バンコマイシンの点滴後、1～2時間後に実施。　

3/7（火）採血　バンコマイシン実施直前
引き続き、身体管理と精神症状の観察を行い、ADL低下を防止するよう看護ケア行っていく。

・坂本　俊明様～身体拘束中。食事は拘束一時解除し見守りにて全量摂取。スタッフコールの際には、「おーい、おーい」と叫ぶことあるが、対面時、不穏となることはない。拘束部位の循環障害なし。

引き続き、認知症状の観察とADL低下を防止するようケアを継続していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・土屋　由貴子様～食事や日課は自室から出ているが、その他は自室にて過ごしている。対面時の妄想発言はない。引き続き、精神症状の観察と服薬を促すよう説明し、反応を観察していく。

・小舘　アツ子様～本日も「下痢がある。」と訴え、ミヤBMを拒否している。整腸剤である事説明するが、ミヤBMの影響であると思い込んで拒否続けている。心気的な訴えの傾向があり、他者に依存的となる様子も見られている。便によるパンツ汚染や下利便の確認は出来ていない。引き続き、事実確認と精神症状の観察を行っていく。

・藤井　孝蔵様～今朝体温37.2℃。日中は発熱なく経過している。食事は介助にて各食全量摂取出来ている。スタッフへの攻撃性はないが、妄想発言は続いている。引き続き、身体管理を行い、担当医より離床促すよう指示が出ているため、日中離床する時間を増やしていく。

・附田　カチ様～バイタルサイン異常なく経過している。朝食は全量摂取、昼食は主食全量、副食3/4摂取している。深夜帯3時に排尿あり、日中10：00には排尿550ｇと排便見られている。引き続き、認知症周辺症状の観察を行い、必要な日常生活援助を行っていく。

・阿部　わかえ様～インフルエンザテストの結果は陰性。昨日より、フェキソフェナジン服用しているが、発疹や発赤は持続している。本日は発熱なく経過。入浴も自ら行っている。引き続き、発熱や身体の発疹を観察していく。週明け、担当医へ情報提供していく。

・畠山　正治様～朝食は不食するが、昼食は主食全量、副食2/3摂取する。服薬拒否なし。食事摂取量少ないことから、点滴2日分処方となり、ノイロビタン3日分処方となる。易怒性や介入に対する拒否はない。指示の点滴施行しライントラブルなく経過している。

・櫻井　幸輔様～介入に口調の強さはあるが、粗暴性はない。本日排便-5日目にて、桃核承気湯1P　センナリド2T　1回分処方となる。

・新町　徳雄様～バイタルサイン異常なし。内服は茶寒天にて対応し、むせ込みなし。時折、大声を出すことあるが不穏さなし。本日、排便-5日目。馬渡Drへ報告し、継続指示で対応するよう指示となる。

・嶋守　京子様～バイタルサイン異常なし。食事は介助にて摂取。昼食時、頚部の後屈みられている。食思は良好だが、むせ込み、嚥下状態不良のため、数口のみ摂取。吸引にて食物残渣除去している。

＜措置入院患者様＞

・吉島　知寿子様～薬剤調整後、「震えも良くなったし、気分も良いです。明るくなった気がします。」と昨日の診察にて本人話している。気分や精神症状の変化に注意し、観察行っていく。

・高橋　伸治様～日課や他者交流も問題なく経過している。精神病陽性症状の持続またはフラッシュバックもない。今度についてはPSWと調整し進めていく。

・坂本　恵様～ホールに設置しているスタッフの顔写真の前に立ちお辞儀をすることや手拍子などの奇異行動見られている。他者とのトラブルや迷惑行為はなく経過している。奇異行為について問うと妄想に左右された発言聞かれている。

・三浦　久司様～退院についての訴えは続いており、昨日の診察でも「退院を早くしてください。」と担当医へ繰り返し話している。引き続き、精神症状の観察を行い、確実な服薬ができるよう管理し、病織確立できるよう対応していく。

・藤井　崇史様～気分高揚さあり、スタッフや他患者様への話し掛け見られている。他患者様より、話し掛けが頻回である事やシャドーボクシングをしているとのクレームが聞かれている。幻聴に関して、訴えて来る事はない。引き続き、精神症状の変動に注意し、担当医へ情報提供していく。

